
生命表投影モデル改善の視点  

右の図を第一、第二特異値からの推計に変えてみると、死亡率水準のピークが高年齢ヘシフトしていくような  
動きが加わることが観察される。  
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戦後の死因構造の変化  

死因別年齢調整死亡率での戦後の死因構造の変化を見ると以下の通りとなっている。  

「商毒妄評  年齢調整死亡率の推移（女）  年齢鯛贅死亡率の推移（男）  年l享輌憂死亡畢  

（人口10万対）  

400  

350  

300  

250   

－HlOl結 核  

・－・－HlO2 悪性埴生物  

廿03 精 良 病   

…－〃柵04 高血E性疾患   

－け05 心 癖 恵   

一HrO6 脳血管疾烏   

▲w・Hq71市 灸  

・－・・H0β 慣性観t支炎  

及び肺気相  
、叫叫H09 嶋 邑  

H柑 胃．貴瘍及び十  

二指膿潰瘍  
H■11田＝ 癖 果  

H112 腎 コト 全  

Hlり 毛 叛   

血H■り 不慮（り事故   

（再）H15 と通事故  

HI柑 自 設  

－H101積 極   

－H■02 悪性新生物  

H■0二l■ 尿病   

“、・・・、H■0ヰ 高血圧性疾患   

一日■05 心 疾 憲   

一 H■06 脳血管疾患   

′岬H心7 肺 炎   

－H■08 Ⅷ性気管支炎  

及び肺気腫  
Hlロ9 瞞 息  

HIIO 胃′貴繍及び十  

二指騰′t瘍  

Hlll肝 疾 走  

H■t2 腎 不 全   

H■13 毛 章   

一、、、、、、H■14 不慮の事塾   

（再）H15 交通事故  

Hr16 自 殺  
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平均寿命伸長の死因構造  

1975年以降、男性の平均寿命の伸長に最も寄与しているのは脳血管疾患の死  

亡率改善であるが、近年については悪性新生物の寄与が大きくなってきている。   

男性  

1975   1980   1985   1990   柑95   2000  1975   

期末年   †980   1985   1990   1995   2000   2004  2004   

平均寿命（期始年）   71．726   73．349   74．782   了5．921   76．380   77．724  71726   

平均寿命（期末年）   73．3ヰ9   74．782   75．921   76．380   77．724   78，636  78636   

1．622   1．433   1．139   0．459   1．345   0．912  8．910  

●  3．8％   2．7ち  ・！   1．3％  39‰   

－5．3，i   －0．5％   3．9篤  18．8％   25，9％  40％   

1．8％   0．8％   1＋3l  2．5＼   1．5％  1．D％   

5．7乳   4、6％   4．鍋  1．9％   0．8＼  4．0％   

－6．0％   9．5％   11．1㌔  13．9％   10．3％  11．7も   

■ ・・   51．5％   39．8％  25．7％   21，4†i  362％   

4．鍋   －1．9払   －9←9l  7．9％   9．1％  2．4％   

†．8％   1十1I   l．鍋  ・■   ‡jヽ  ト81   

3．3％   2．7％   ＝摘  0．7％   ト1＼  2．1％   

●   3丁＼   5．鍋  3＋0＼   3．3乳  ヰ．ヰ％   

2．1％   1．5†i  

2．9％   6，2％   7，3％  2．7篤   2＿4％  ヰ，2＼   

15．2熟   5㍉0＼   5．9％  16．5％   14．4‰  10．鍋   

8＋コl   －0＿5％   1＋†＼  6．6％   9．5†i  ；・   

－0．2％   －2．7＄   ‖げ＼  －16．1％   －2．0％  －2．3‰   

28．3％   16．2％   9．9％  ミ・・   6．9乳  17．6覧   

期始年                                                                        平均寿命の延び                                    （構成割合）                  結                   悪性新生物                  糖尿病                  血圧性疾患                  心疾患                  脳血管疾患                   肺炎                  喘秦                  演虜及び十二指膿潰瘍                  肝疾患                  腎不全                  老衰                  不慮の事故                  交通事故（再）                  自殺                  その他                  死 計   

100．0％   100．0％   180．0覧  100．0％   100．0％  100，0熟  

平均寿命伸長の死因構造  

女性についても脳血管疾患は大きい寄与をしているが、近年では心疾患、肺炎も   

こきく寄与している。また、男子同様、悪性新生物もー定の寄与をしている。   

女性   

1975   1980   一；   1990   1995   2000  1975  

年   ●；●   1985   柑90   柑95   2000   2004  2004   

平均寿念（期始年）   76．き89   78．785   80．ヰ82   81．904   82．848   84．引用  76．889   

平均寿命（期末年）   7さ．765   80．482   81．904   82．糾8   銅．604   85．5畠9  85．5拍   

平均寿命の延び   1．875   1．717   l．422   0．944   l．756   0．985  8．699  

一・・   l。硝   1．1％  0．蝿   ¢．3％  l．鍋   

右梢   7．構   10．5乳  7．Dl   12．41  7，4篤   

†、9l   0．9l   2．0％  3－3嵐   ＝）l  1．鍋   

6＋2＼   5．姻   6．路  2．8l   2，1†i  5＋0＼   

2．3駕   8．5％   11．1鴇  15、1も   †8ヱ％  14．梢   

33．2％   43．鍋   38．5％  2る．5諷   30．用  3ユ．9†   

6．鍋   －0．1％   －3．9％  9．0％   12．1％  ユ十6＼   

1．3＼   0．6％   1．鍋  2＋2l   i・  l．2％   

ト2l   1．0％   1．5％  － ■   トOl  l．鍋   

1．7％   0．猶   1．鍋  ■   l．0亀  2．鍋   

1、了l   ‖＼  

5．棉   †1㍉3＼   12、7％  5＋3l   5．0％  7十7l   

ヰ．1％   2．4％   －0．4％  ll．3‰   ヰ．8％  2．5％   

2．0％   D．0％   －1．3乳  2十ユl   ～．6＼  l十ユ＼   

■・・   l．5％   3＋1＼  －2．5％   0．2％  l．5％   

25．了％   15．硝   14．8％  †3＋‡＼   9．〕＼  17．3篤   

期始年                    期末                                                                                          （構成割合）                  結核                  悪性新生物                  糖尿病                  高血圧性疾患                  心疾患                  脳血管疾患                  肺炎                  喘息                  胃潰瘍及び十二指腸濃度                   肝疾患                  腎不全                  老衰                  不慮の事故                  交通事故（再）                  自殺                  その他                  死因計   100＿0％   100．0％   100．㈹  100▼0％   100．0％  100．0％  
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死亡スケジュールの投影のためのモデル  

生命表のリレーショナルモデルとリー・カーターモデル  

○ 生命表のリレーショナルモデル   

経験的生命表から得られた生命表関数のパラメータを用いて一連の生命表の関係  

を記述する方法  

平成14年推計では、リー・カーターによって開発されたリレーショナルモデル（リー・  
カーターモデル）を日本に適用し、男女別将来生命表を作成  

1n（椚り）＝dズ・わ∫・たー＋g∫，f  

h（明，r）年次（り、年齢（ズ）の死亡率の対数値  
αズ  

「平均的な」年齢別死亡率  

た′  死亡の一般的水準（死亡指数）  

わ∫   た∫が変化するときの年齢別死亡率の変化  

どズノ 平均0の残差項  

次期推計における生命表投影モデルの考え方  

（基本的考え方）  

次期推計においても、平成14年推計と同様、リー・カーターによって開発されたリレーシ  
ョナルモデル（り叫カーターモデル）をわが国の死亡状況に適合するよう、必要な修正を  
行ったリー・カーターモデルを用いて男女別将来生命表を作成することを基本的な考え  

方とする。   

＊ 平成14年推計で検討されたように、わが国の平均寿命は世界でもトップクラスであり  

経験的方法によりがたいこと、死因別推計には死因分類の変更や、一定の条件の下で  
全死因に基づく将来推計に比べて過小推計する可能性が一部で論じられているとの問  

題があること、一方で、リー・カーターによるリレーショナルモデルは各種の応用研究にお  
いても広く用いられてきており、わが国の生命表投影にも有効であることが確認されてき  
ていることによる。  

→リー・カーターモデルを基本として用いつつも、わが国の死亡状況により適合するモ  
デルヘの改善を図るためには、どのような視点が考えられるか？  

－32－   
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生存 死亡の変化モード  
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生命表投影モデル改善の検討例   

以上のモデル改善の視点に対応したモデル改善検討の一例として、この40年間に8年分の年齢シフトが起  

きることを機械的に仮定して特異値分解を行った場合の研究結果を以下に示す。   

年齢シフトを考慮しなかったモデルによる推計結果（高齢部分・女子）である左図と比較して、考慮した右図で  

は、死亡率のあてはまりがよくなっていることが観察できる。このような視点を採り入れることにより、リー・カー  

タ「モデルの枠組みを用いつつ、わが国の死亡状況により適合するモデルヘと改善しうこ－可能作か示帽され  

る。  

年齢シフトを考慮したモデルによる推計結果  年齢シフトを考慮しなしヽモデルによる推計結果  
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（4）国際人口移動の仮定について  

A．外国人の人口移動  

B．日本人の人口移動  

国際人口移動：入国超過数（総数）  
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国際人口移動（外国人）：入国超過数（総数）  

外周人の入国超過数（1．（川0人）  

二＝川  

∴川  

」l川  

卜11】  

100  

．11）   

出入国管理統計  

】975  19紺  用85  199n  1995   2000  2005  

国際人口移動（外国人）：入国超過数（大陸別）  

外国人の大陸別入国超過数（l，0仙人）  

1975  1980  】985  1990  1995  

こミ1－－  
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国際人口移動（外国人）：入国超過数（アジア国別）  

外国人の入国超過数［アジア］（1，000人）  

80．   
一－一中国  

一中国（台湾）  

中国〔香港〕  

一中国〔その他〕  

－インド  

ーインドネシア  

・・・・・・一・一種「り  

一北朝鮮  

フィリピン  

タイ  

ベトナム  

その他  

1975   1980   1985   1990   1995  2000  2O  

国際人口移動（外国人）：入国超過数（アジア国別）  

男女別にみた外国人の入国超過数（1，000人）  

199   
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国際人口移動（外国人）：年齢別観察  

A．1989～1998年  

人国超過の年齢乳価げ＝ 輩  人は超過び）年齢別割合・女  

国際人口移動（外国人）：年齢別観察  

B．1999～2005年  

入団超過の年齢別割合．甲  人国超過の年齢別割合：女  
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国際人口移動（日本人）：年齢パターン  
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仮定に関する考え方の比較  

国際人口移動の仮定について  

平成9年推計（中位推計）   平成14推計（中位推計）   現状からみた傾向   

㊥F十本人に∴いては1堅持年以降  

♂）直近11句三げ）動向から、テロ、新  
型肺炎（SARS）〝）影響を受けた  

鐸L］づこノ、、こ二／Jいて（′L丘辻「5年山 入国勘垣率iF均傾向が続く 

芸人口移動  ㊥総人［］にノ）いて直通開三ノ）入  考える  
∃超過率・数）  同超過率平均傾向が続∴   

㊥外国人については直近まで〝）  
弟増加傾向か定郷間続く」  

入鳳超過数の動向かち相手同  
別に見て特異な影響を除いた傾  
和勺；続くと考える 

日本の将来推計人口  

一次期推計の基本的考え方一  

平成18年9月29日  

社会保障審議会人口部会（第8回）  
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